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2022年 11月期 第２四半期(累計)の業績予想と実績との差異及び通期業績予

想の修正、並びに特別損失の計上に関するお知らせ 
 

2022 年１月 14 日に公表いたしました 2022 年 11 月期 第２四半期(累計)の業績予想と本日公表いた

しました実績に差異が生じましたので、下記のとおりお知らせいたしますとともに、最近の業績の動向

等を踏まえ、2022 年１月 14 日に公表いたしました 2022 年 11 月期 通期業績予想を下記のとおり修正

することといたしました。また、2022 年 11 月期 第２四半期連結会計期間において、特別損失を計上

することとなりましたのでお知らせいたします。 

 

記 

 

１．2022 年 11 月期 第２四半期(累計)業績予想値と実績との差異 

（１）2022 年 11 月期 第２四半期累計連結業績予想と実績との差異(2021 年 12 月１日～2022 年５月 31 日) 

 
売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に
帰属する 

四半期純利益 

１株当たり 
四半期純利益 

 
前回発表予想(Ａ) 

百万円 
2,537 

百万円 
△60 

百万円 
△65 

百万円 
△43 

円 銭 
△21.03 

実績値(Ｂ) 2,318 △111 △103 △84 △40.58 

増減額(Ｂ－Ａ) △218 △50 △37 △40  

増減率(％) △8.6％ － － －  

(ご参考)前期第２四半期実績 
(2021 年 11 月第２四半期) 

1,988 △95 △19 △21 △10.20 

 

（２）2022 年 11 月期 第２四半期累計個別業績予想と実績との差異(2021 年 12 月１日～2022 年５月 31 日) 

 
売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 

１株当たり 
四半期純利益 

 
前回発表予想(Ａ) 

百万円 
1,415 

百万円 
△79 

百万円 
△82 

百万円 
△53 

円 銭 
△25.65 

実績値(Ｂ) 1,286 △73 △68 △60 △29.00 

増減額(Ｂ－Ａ) △128 ５ 13 △６  

増減率(％) △9.1％ － － －  

(ご参考)前期第２四半期実績 
(2021 年 11 月第２四半期) 

1,020 △142 △93 △68 △32.65 

 



２．差異の理由 

（１）2022 年 11 月期 第２四半期累計連結業績予想と実績との差異 

新型コロナウイルス変異株の感染再拡大の影響を受け、福祉・介護事業では施設利用のキャンセルが

増加、新規事業所の出店の遅れが生じ、利用者数が計画に対し減少、売上高が福祉事業で 7.1％の減少、

介護事業で 5.9％の減少となりました。また、外食事業においては飲食店で、まん延防止等重点措置期間

中に時短営業を行ったこと、テイクアウト業態の立ち上がりが遅れたこと等により、計画に対し売上高

は 17.1％の減少となり、予想数値を下回る結果となりました。 

営業利益につきましては、前記理由に加え、ガソリンや燃料費の価格高騰により水道光熱費をはじめ

とした費用が増加したため、予想数値を下回る結果となりました。 

経常利益につきましては、雇用調整助成金、感染防止協力金等の給付金を 28 百万円計上したものの、

予想数値を下回る結果となりました。 

親会社株主に帰属する四半期純利益につきましては、所有不動産物件を１件売却したものの、減損損

失を 19 百万円計上したため、予想数値を下回る結果となりました。 

 

（２）2022 年 11 月期 第２四半期累計個別業績予想と実績との差異 

連結業績予想の差異の理由と同様、福祉事業では施設利用のキャンセルの増加、新規事業所の出店の

遅れが生じ、利用者数が計画に対し、売上高は 7.1％の減少となりました。また、外食事業おいては飲食

店で、まん延防止等重点措置期間中に時短営業を行ったこと、テイクアウト業態の立ち上がりが遅れた

こと等により、計画に対し売上高は 18.7％の減少となり、予想数値を下回る結果となりました。 

営業利益につきましては、前記理由に加え、ガソリンや燃料費の価格高騰により水道光熱費をはじめ

とした費用が増加した一方、減資により外形標準課税制度の対象でなくなったため、予想数値を上回る

結果となりました。 

経常利益につきましては、感染防止協力金等の給付金を 25 百万円計上したため、予想数値を上回る結

果となりました。 

四半期純利益につきましては、所有不動産物件を１件売却したものの、減損損失を 19 百万円計上した

ため、予想数値を下回る結果となりました。 

 

 

３． 2022 年 11 月期 通期業績予想の修正(2021 年 12月１日～2022 年 11 月 30 日) 

（１）2022 年 11 月期 通期連結業績予想(2021 年 12 月１日～2022 年 11 月 30 日) 

 
売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に
帰属する 
当期純利益 

１株当たり 
当期純利益 

 
前回発表予想(Ａ) 

百万円 
5,452 

百万円 
52 

百万円 
40 

百万円 
2 

円 銭 
1.06 

今回修正予想(Ｂ) 5,048 △66 △55 △93 △45.03 

増減額(Ｂ－Ａ) △404 △118 △95 △96  

増減率(％) △7.4％ － － －  

(ご参考)前期実績 
(2021 年 11 月期) 

4,114 △234 39 1 0.63 

 
  



（２）2022 年 11 月期 通期個別業績予想(2021 年 12 月１日～2022 年 11 月 30 日) 

 
売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

１株当たり 
当期純利益 

 
前回発表予想(Ａ) 

百万円 
3,075 

百万円 
△67 

百万円 
△74 

百万円 
△70 

円 銭 
△33.69 

今回修正予想(Ｂ) 2,818 △91 △83 △103 △49.69 

増減額(Ｂ－Ａ) △256 △24 8 △33  

増減率(％) △8.4％ － － －  

(ご参考)前期実績 
(2021 年 11 月期) 

2,138 △305 △63 △62 △30.07 

 

４．修正の理由 

（１）2022 年 11 月期 通期連結業績予想 

2022 年 11 月期 通期業績予想につきましては、公表時点では新型コロナウイルスによる影響が 2022 年

11 月期中は継続するとしつつも、感染者数は徐々に減少し、行動規制も緩和されるものと想定しており

ました。また、今後の感染拡大の状況によっては一時的に利用キャンセル等があるものの、当社グルー

プが主力とする福祉事業及び介護事業は政府、自治体による休業等の規制対象になっていないことか

ら、その影響は限定的であり、同様に緩やかに回復するものと想定しておりました。 

しかしながら、福祉事業においては、コロナ禍による新規事業所の開設計画の変更や今期開設事業所

の立ち上がりの遅れ、新型コロナウイルスの感染者が子供に増加している状況を考慮し、さらに放課後

等デイサービス事業所の利用キャンセルを見込んだことにより売上高を修正いたしました。費用につき

ましては、ガソリンや燃料費の価格高騰による費用増を見込んでおります。 

また、介護事業においても、コロナ禍により新規事業所の開設時期が遅れているため、売上高を修正

いたしました。費用につきましては、福祉事業同様、ガソリンや燃料費の価格高騰による費用増を見込

んでおります。 

外食事業においては、１月 21 日から３月 21 日までのまん延防止重点措置期間後、飲食店においては

想定を上回る客数で推移している一方で、テイクアウト業態の需要が減少したことから１店舗の閉店を

決定したため、売上高の修正を行いました。費用につきましては、食材費や燃料費の価格高騰による費

用増を見込んでおります。 

これらの状況を踏まえ、通期業績予想につきまして、前回発表時の予想を上記のとおり修正いたしま

した。 

 

（２）2022 年 11 月期 通期個別業績予想 

2022 年 11 月期 通期個別業績予想につきましても、連結業績予想の福祉事業、外食事業の修正理由と

同様の要因であります。 

 

５．特別損失の計上について 

当社は、テイクアウト業態店舗１店舗において、直近の業績の動向等を踏まえ、固定資産における将来

の回収可能性を慎重に検討した結果、2022 年 11 月期 第２四半期連結会計期間において、減損損失 19 百

万円を特別損失として計上いたしました。 

なお、上記の特別損失につきましては、本日公表の「2022 年 11 月期 第２四半期決算短信[日本基準]

（連結）」に反映しております。 

 

(注) 上記の連結業績予想は現時点における入手可能な情報に基づいており、実際の業績は様々な要因によ

り予想値と異なる可能性があります。 


